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MSC の配向と伸展を制御し、それによる MSC の分化制御について検討した。続く第 2～4 章では、その
詳細を述べている。 















た方法により、種々の直径をもつ円と種々のアスペクト比をもつ楕円を含む PVA/ PS マイクロパターン表










ノインプリンティング法を用いて、細胞培養用ポリスチレン基板表面にナノ溝（幅 800 nm，深さ 400 nm）を
形成させた。次に、UV リソグラフィー法を用いて、上記ナノ溝の方向と平行または直交になるよう PVA マ
イクロストライプを形成させた。PVAマイクロストライプの幅は、異なる間隔（50、100、200μm）を有する。ナ




































 平成 31 年 2 月１9 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
